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※応募用紙を記入する前に、必ず「応募用紙記入の手引き」をご一読ください。
マイクロソフト ＮＰＯ協働プログラム 2009応募用紙

申請日　2009年　　　月　　　日


※フォントは10ポイント以上を使用してください。

	応募団体名
	

	応募プロジェクト名
	

	応募プロジェクトの概要(50字以内)
	

	応募金額
	


	団体事務所　住所
	〒
住所：

	団体事務所　連絡先
（団体事務所連絡先に記入したEmailアドレスが結果通知先となります。）
	TEL:       (       )               FAX:       (        )

	
	Email:

	
	URL:  

	団体代表者　
	［役職］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［氏名］

	プロジェクト責任者　
	［役職］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［氏名］

	プロジェクト責任者　連絡先
（常時連絡可能なもの）
	TEL:       (       ) 
Email: 


※　該当する項目の ( ) の中に “X” を入れてください。
	団体として活動を始めた年月
	西暦　　　　　　　　　年　　　　　　月

	設立目的(80字以内)
	

	法人格の有無
	(　)  有　/ 法人格の種類：　　　　　　　　　　　　

法人格取得年月：　西暦　　　　　　　　　　　 /　所管：　　　　　　　　　　 
(　)  無　［法人格を持たない場合2年以上の活動実績を有すること］

	団体のスタッフ数
	常勤スタッフ　　有給:　　名、無給：　　名

非常勤スタッフ　
インターン・ボランティア：　　名、その他(具体的に：　　　　)：　　名

	団体に関する資料
【提出不要。必要な場合はこちらから連絡いたします。】（複数選択可能）
	(　)  規約　 (　)  定款　 (　)  パンフレット  (　)　会報　
(　)　ニュースレター　
(　)  その他　（具体的に： 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



1. 団体のミッションおよび活動目的 (150字以内)
受益者や活動地域を明記してください。

	


2. 団体の活動概要(箇条書き、300字以内)
	


3. 団体の決算額と予算額
	■ 決算額（　　年度　年　月～　年　月）：　収入                  円　　支出                  円　
【主な収入源：　会費＿＿円（　　%）； 寄付金＿＿円（　　%）； 自主事業収入＿＿円（　　%）

　受託事業収入＿＿円（　　%）；　助成金・補助金等＿＿円（　　%）；　その他＿＿円（　　%）】
■ 予算額（　　年度計画　年　月～　年　月）：　収入                  円　　支出                  円
【主な収入源：　会費＿＿円（　　%）； 寄付金＿＿円（　　%）； 自主事業収入＿＿円（　　%）

　受託事業収入＿＿円（　　%）；　助成金・補助金等＿＿円（　　%）；　その他＿＿円（　　%）】




4. 他の機関から受けた主な助成金・補助金
機関名、助成プロジェクト名、助成金額、助成期間を明記してください

	
	機関名
	助成プロジェクト名
	助成金額
	助成期間

	１
	
	
	
	

	２
	
	
	
	

	３
	
	
	
	

	４
	
	
	
	


※行を増やす場合は、右下のセルにカーソルをあわせ、Tabキーを押してください
5. マイクロソフトからの支援　　(500字以内）
マイクロソフトより何らかの支援を受けたことがある場合は、その支援内容を以下に記入してください。

	1） 支援を受けたプログラム　※　該当する項目の ( ) の中に “X” を入れてください。
（  ）　第　回マイクロソフトNPO支援プログラム（助成額：　　　　　　円）

（  ）　UPプログラム（　　　　年、助成額：　　　　　　　円）

（  ）　ソフトウェア寄贈　（　　　　年、製品名：　　　　　　　　　　　　　　　　）

（  ）　なし

2）　支援内容の詳細およびそれによる成果




6. ＩＴ利活用の啓発・促進に関連する事業における協働実績(500字以内）
これまでに、ＩＴの利活用の啓発・促進に関連する事業において、他団体（非営利団体、企業、行政等）との協働、連携の実績がある場合は、その事業について詳細を記入してください。
	1） 事業名・事業実施期間

2） 連携・協働先

3） 事業概要とその成果





7. 応募プロジェクトを実施する背景となる社会的課題　(500字以内）

	［社会的課題］



8. 応募プロジェクトの目的（箇条書き、1000字以内）

応募プロジェクトの目的と、その目的を達成するために実施する内容を具体的（対象となる受益者、人数、地域などを明記）にお書きください。

	［目的］　
［実施内容詳細］



9. 応募プロジェクト実施に向けての準備状況(500字以内)
応募プロジェクト実施に向けて既になんらかの準備、取り組みを行っている場合は、その内容をご記入ください。

	


10. 応募プロジェクトがもたらす成果とその普及方法　（1500字以内）

応募プロジェクトが社会、貴会に対してもたらす成果、それにより生まれる変化について具体的にお書きください。　数字で表せるものがあれば、併せてご記入ください。また、その成果を如何にして社会、政策に普及、反映させていくか、その方法についてもご記入ください。
	


11. 応募プロジェクトの目的、成果の達成度を計る自己評価　（500字以内）
応募プロジェクトの目的および成果がどこまで達成されたのかを計る自己評価の手法、指標をご記入ください。
	


12. 応募プロジェクトで使用する予定のパソコンおよびサーバーの機種・台数・OS
既存のもの、新規購入予定のものも含めてお書きください。
	PCメーカー
	機種
	OS
	台数

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


※行を増やす場合は、右下のセルにカーソルをあわせ、Tabキーを押してください
13. 応募プロジェクトで使用する予定のマイクロソフトのソフトウェア製品
製品名と利用目的をお書き下さい。助成が決定した団体には、プロジェクト実施に必要となるマイクロソフトのソフトウェア製品を一定の条件のもとに寄贈いたします。製品によっては、ご希望に添えない場合もありますので、あらかじめご了承ください。
	製品名
	利用目的

	
	

	
	

	
	

	
	


※行を増やす場合は、右下のセルにカーソルをあわせ、Tabキーを押してください

14. 2009年7月１日～2010年6月30日までの実施スケジュール
実施スケジュールの概要についてご記入ください。また、2年目以降の構想がある場合はそちらも併せてご記入ください。
	日  程
	実施内容

	2009年7月～9月
	

	2009年10月～12月
	

	2010年1月～3月
	

	2010年4月～6月
	

	2010年7月以降
	



15. 応募プロジェクト実施担当者（ITの担当が分かるように）
	氏名
	所属団体名・役職
	プロジェクトにおける役割

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


※行を増やす場合は、右下のセルにカーソルをあわせ、Tabキーを押してください
16. 代表者と応募プロジェクト責任者のこれまでの活動実績(各300字以内)
代表者と応募プロジェクト責任者が同一の場合は、代表者のみの活動実績で結構です。また、活動実績については、応募プロジェクトに関連することを中心に記載してください。
	代表者氏名
	
	役職
	

	[活動実績]



	応募プロジェクト責任者氏名
	
	役職
	

	[活動実績]



17. 応募プロジェクト実施における協働団体（IT関連で協働する団体があれば分かるように）

	団体名
	プロジェクトにおける協働内容

	
	

	
	

	
	

	
	


※行を増やす場合は、右下のセルにカーソルをあわせ、Tabキーを押してください
18. 応募プロジェクトにおいてマイクロソフトに求める協働内容（300字以内）

応募プロジェクトの実施にあたり、マイクロソフトに求める協働内容について具体的にご記入ください。

	



19. プロジェクト全体に必要な経費                       20. 今回の応募金額

	
	円
	
	
	円


21. プロジェクト全体に必要な経費と今回の応募金額の内訳
	費目
	内容（数量・単価など）
	必要経費(円)
	応募金額(円)

	(1) IT関連費

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	(2)機材購入費（応募金額の30％以内）

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	(3)研修費

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	(4)外部委託費（応募金額の50％以内）

	
	
	
	

	
	
	
	

	(5)人件費

	
	
	
	

	
	
	
	

	(6)運営・管理費

	
	
	
	

	
	
	
	

	(7)その他

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	合  計
	
	


※行を増やす場合は、右下のセルにカーソルをあわせ、Tabキーを押してください
22. 応募金額以外に必要な経費の主な調達方法
見込み段階のものには「（予定）」と明示してください。
	


23. チェックリスト
応募用紙最後の項目になります。応募用紙をメールで送付する前に、記入漏れ、記入間違いなどがないか必ず確認しながら、チェック欄に「X」マークを入れてください。

	チェック欄
	No
	チェック事項

	●　貴団体について

	
	1
	助成対象団体としての要件を満たしていますか？（応募要項の助成対象団体を参考にしてください。）

	●　応募用紙全般について

	
	2
	文字制限は守っていますか？

	
	3
	レイアウトを変えていませんか？（Part1～3のタイトルバーが最上部に来るように記入してください。

	
	4
	応募用紙の保存ファイル名は、貴団体の正式名称ですか？

	
	5
	応募用紙を添付して提出する電子メールの件名は、貴団体の正式名称ですか？

	
	6
	提出期限（2009年1月5日～2月18日24:00）は守っていますか？

	●　応募金額について

	
	7
	ハードウェア機材購入費は1点20万円以内、また応募金額の30%以内に収まっていますか？

	
	8
	外部委託費は応募金額の50%以内に収まっていますか？


	当プログラムへの応募を通じて皆様からお預かりする個人情報は、ご本人の承諾のない限り、当プログラムの運営および、それに関連する目的以外に使用することはありません。マイクロソフトおよび（財）日本国際交流センターにおける個人情報の取り扱いについての詳細は、以下のサイトをご参照いただき、ご同意のうえお申し込みください。応募用紙の提出をもって、ご同意いただいたものとさせていただきます。

· マイクロソフトの個人情報取り扱いについて：http://www.microsoft.com/japan/privacy/
■　（財）日本国際交流センターの個人情報取り扱いについて：http://www.jcie.or.jp/japan/privacy


マイクロソフト NPO協働プログラム 2009　アンケートのお願い

今後の参考にさせていただきますので、下記の質問事項にご回答ください。なお本アンケートは、選考とは全く関係ありませんので、ご自由にご記入ください。

Q1. 当プログラムに応募するきっかけとなった媒体についてお答え下さい。最初に知るきっかけとなった媒体を下記の選択枠の中からひとつお選び下さい。（括弧に○をつけてください）
	（　）
	1.
	紙媒体の応募要項を見て

1と回答した方は、以下の中から応募要項を入手した場所をひとつお選び下さい。


（　）各地の市民活動団体・NPOセンター　

（　）自治体関連施設　

（　）各地のボランティアセンター


（　）郵送されてきた


（　）その他（具体的に：　　　　　　　　　　）

	（　）
	2.
	ホームページを見て

2と回答した方は、以下の中から最初に見たホームページをひとつお選び下さい。


（　）マイクロソフトのホームページ　　

（　）（財）日本国際交流センターのホームページ


（　）シーズのホームページ


（　）各地の市民活動団体・NPOの支援センターのホームページ


（　）助成財団センターのホームページ

（　）その他　（サイト名：　　　　　　　　　　）

	（　）
	3.
	メーリングリストを見て　（メーリングリスト名：　　　　　　　　　　）

	（　）
	4.
	会報・機関紙・ニュースレターなどを見て　（媒体名：　　　　　　　　　　）

	（　）
	5.
	新聞・雑誌を見て　（媒体名：　　　　　　　　　　）

	（　）
	6.
	知人・友人の紹介を通じて

	（　）
	7.
	その他　（具体的に：　　　　　　　　　　）


Q2．過去に「マイクロソフトNPO支援プログラム」に応募されたことがある場合は、応募した回を選択してください。
（　）第1回　
（　）第2回
（　）第3回
（　）第4回
（　）第5回
（　）第6回
Q3．このプログラム全体に関する感想や、応募要項、応募用紙類についてお気付きの点がありましたら、ご自由にご記入ください。
	


Q4． 貴団体の運営においてもっとも大きな課題について、具体的にお書き下さい。
	


Q5． マイクロソフトの社会貢献活動、企業市民活動に対してご意見などございましたら、ご記入ください。
	


ご協力ありがとうございました。

Part 2: 応募団体の概要








Part 3: 応募プロジェクトについて








Part 1: 基本情報





＜応募分野＞　※該当する応募分野の ( ) の中に “X” を入れてください。


（　　）　１．インターネットの安心・安全な利用を推進する活動


（　　）　違法、有害コンテンツから青少年を守る活動　　　（　　）　利用者の個人情報を守る活動


（　　）　２．ITの新たな可能性を拡げる活動





Part 3: 応募プロジェクトについて　<収支計画>








Part 3: 応募プロジェクトについて　<実施スケジュール>








Part 3: 応募プロジェクトについて　<実施体制>
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